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【目的】手術侵襲や骨折後の骨治癒過程において, 局所的に代謝活性が亢進する Regional acceleratory 
phenomenon（RAP）と全身的に活性が亢進するSystemic acceleratory phenomenon（SAP）が知られている. ま
た, ヒト末梢血中に存在する Circulating osteoblast-lineage cells (Circulating osteogenic progenitor 
cells: COP細胞)はosteocalcin (OCN)陽性などの特徴を有し, 成長期と骨折時に増加し, in vivo/vitroで骨
形成能を有することが報告されている. しかしながら骨離断を伴う顎矯正手術の骨治癒過程におけるこの細
胞の関与は不明である. 




象とした. 末梢静脈血を採取し, 血清骨代謝マーカー（C-reactive protein；CRP, Type I collagen 
closs-linked C-telopeptide；ICTP, Alkaline phosphatase；ALP, Bone specific alkaline phosphatase；
BAP） について 術前から術後 6 か月までの経時的変化を調べた. またフローサイトメトリーを用いて末梢単
核球中のOCN陽性細胞の発現率を調べた. さらにFlourescence activated cell sortingによりソーティング
した OCN陽性細胞について共焦点顕微鏡を用いて解析し, リアルタイム PCRを用いて骨関連遺伝子(オステオ
カルシン；OCN, ALP, タイプI コラーゲン;COL1A1)の mRNA発現を解析した.  
【結果】(1) 炎症マーカーのCRPは術後1日で最大値を示し(p<0.05), 術後1カ月では術前と同レベルとな
った. 血清骨吸収マーカーの ICTPは術後 1週間で最大値を示し(p<0.05), その後徐々に減少し, 術後 6か月
で術前と同じレベルを示した. ALP と血清骨形成マーカーの BAP は術後 1 日から 1 週間では有意に減少し
(p<0.05), 術後1か月で最大値を示し(p<0.05), 術後3か月では減少し, 術後6か月で術前と同じレベルに戻
った.  
(2) 末梢血単核球中のOCN陽性細胞の発現率は術後1日から1週間では有意に増加し（p<0.05）, その後減
少し, 術後3か月で術前と同じレベルになった.  
(3) OCN陽性細胞のオステオカルシンの局在は細胞外だけではなく細胞内にも確認された.  
(4)OCN陽性細胞は 骨関連遺伝子であるOCN, ALP, COL1A1のmRNAを発現していた. 
【結論】 顎矯正手術により, 骨治癒の過程の各ステップ（手術ストレス/炎症, 骨吸収, 骨形成）で全身的
に骨代謝活性が亢進していた. OCN陽性細胞は, 術後初期の段階でSAPを引き起こし,局所的なOCN陽性細胞の
成熟と骨形成を促進する可能性が示唆された. 
 
 
